
（別表）軽油代替燃料等合成用原料用途検討事業に係る余剰電力を用いた水素製造システムの設計業務委託に係るプロポーザル評価基準

1．調査業務の実施方針等

□ 仕様書記載の調査内容について全て提案されているか。

□ 本業務実施における取組方針は、十分な結果を得ることが期待できる内容となっているか。

□ 本業務の目的達成において、特筆すべき強みを持っているか。

□ 各調査の考え方及び方針は、具体的かつ業務目標達成に有効な内容となっているか。

□ 提案内容は、提案者のノウハウが生きた有効な内容となっているか。

□ 業務全体のスケジュールが詳細に示されているか。

□ スケジュールは、日程、作業手順など効率的に組まれており、実現可能かつ無理のないものであるか。

２．組織の経験・能力

□ 過去に同様な業務を最低１回は実施しているか。

□ 幅広い知見・ネットワーク・情報収集能力を持っているか。

３．事業実施体制

□ 業務の実施が十分に見込まれる体制となっているか。

□ 業務遂行にあたる責任者、担当者の役割が明確化されているか。

□ 責任者及び担当者は、業務の遂行に有効なスキル、ノウハウ、業務経験を有しているか。

４．見積額

□ 見積額は提案内容に対し、経済合理性があるか。

100

5

※最低基準点は60点とする。（100点×60%=60点）

総　計

評価項目及び評価基準 配点（点）

50

15

30


